
 

M
E

D
IA

 A
D

V
IS

O
R

Y
 

＜改訂版＞       
 
 
2005年 7月 15日 
MR/J21/05Rev 
 
 

 
世界文明フォーラム２００５ 

7月 22日(金) ＵＮハウスにて開催 
 
今年は国連設立から 60年を迎えます。しかし、この歴史的達成を記念しつつも、世界はま
ださまざまな対立や紛争に苦しんでいます。これらの多くの紛争の根底には、現在の国際シ

ステムでは、発展や公正が十分に果たされず、貧困は引き続き多くの地域に君臨するで

あろうという、途上国の人々の認識があります。このような絶望感が、過激な非国家組

織に世界的なネットワークを形成し、現体制への挑戦を可能にさせる大きな要因と言え

るでしょう。 
 
国際社会がテロに対して厳しい処置で望んでも、途上国の人々が希望や充足感を持てる

ようにならなければ、状況は改善しないでしょう。それぞれの国に合わせた開発・国家

構築計画の策定・実施を通して、国際社会は過激派の誘惑から人々を切り離すことがで

きます。 
 
国連大学、国際交流基金、および総合研究開発機構（NIRA）は共同で世界文明フォーラ
ム２００５｢世界の新たな枠組みをめざして －いかにして世界の若者の心をひとつにし、

対立を乗り越えるかー｣を 7月 22日東京青山の国連ハウスにて開催致します。世界各国か
ら第一線の有識者が集まり、経済発展、科学技術の飛躍的進歩、人権の尊重、新たな文

化・芸術の運動、戦争や革命などといった過去の出来事から学んだ教訓をもとに、全て

の人類のための多様性・開発・平和・公正に基づいた新しいパラダイムが構築可能な枠

組みと制度について議論し提言致します。 
 
本フォーラムは、午前 10時 15分にＵＮハウス 3階ウ・タント国際会議場にて開始します。
ノーベル賞受賞者でもあるアマルティア・セン議長による開会の挨拶のあと、3つのセッシ
ョン、「グローバル化する世界における正義・公正・平等のためのパートナーシップ」、

「潜在能力の拡大としての開発：正義・自由・福祉へのさまざまな道」、「グローバル化時

代の芸術」が行われます。世界的に著名な指導者・専門家が、日本、バングラデッシュ、フ

ランス、ドイツ、インド、イラン、カザフスタン、韓国、パレスチナ、ロシア、サウジアラ

ビア、米国、ザンビアなどから参加予定です。裏面のプログラムをご参照ください。 
 
本フォーラムには日英同時通訳がつきます。詳細につきましては、ウェブサイトをご覧くだ

さい。http://www.unu.edu/hq/japanese/news/index.html また、本会議は国連ホームページ上でウ
ェブキャストされます。http://www.c3.unu.edu/unuvideo/  尚、本フォーラム第一セッション
は番組用収録が入るため、カメラフラッシュのご使用はご遠慮願います。 
 
取材ご希望の方は、7月 20 日までに、国連大学広報部までご連絡ください。Tel: 03-3499-2811, 
03-5467-1217; e-mail: media@unu.edu 
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国際連合大学 広報部 Tel.: 03-3499-2811 
〒１５０－８９２５ Fax: 03-3499-2828 
東京渋谷区神宮前５―５３―７０ E-mail: media@unu.edu 
 Website: http://www.unu.edu/ 

国際連合大学は、人間の安全保障や開発といったグローバルな課題に関する知識の普及と人材の育

成を目的として、本部（東京）を拠点に世界各地に研究のネットワークを持つ国連総会傘下の独立

機関です。1975年に開設され、今年 30周年を迎えました。 



世界文明フォーラム２００５ 
世界の新たな枠組みをめざして 

－いかにして世界の若者の心をひとつにし、対立を乗り越えるか－ 
7月 22日（金） ＵＮハウス 3階 ウ・タント国際会議場 

 
プログラム （改訂版） 

 
9:00-  受付開始 （警備の都合上 9：45 までにご到着願います） 

 
10:15－11：00    ご挨拶 

開会挨拶  アマルティア・セン（ハーバード大学教授 インド） 全体議長 

歓迎挨拶  ハンス・ファン・ヒンケル（国連大学学長）、小林陽太郎（総合研究開発機構会長） 

若者の声 （グローバル・ユース・エクスチェンジ・プログラム参加者からの報告） 

 

11:00-13:05  ＜第 1 セッション＞ グローバル化する世界における正義・公正・平等のためのパートナーシップ 

モデレーター： 五百旗頭真（神戸大学教授） 

パネリスト：  セイエド・モハンマド・アリ・アブタヒ（宗教間対話センター総裁/ハタミ大統領顧問 イラン） 

フランシス・フクヤマ（ジョンズ・ホプキンス大学高等国際問題研究大学院教授 米国） 

オリヴィエ・ジスカール・デスタン（フランス経済協力欧州連盟会長/INSEAD 財団会長 フランス） 

サーリ・ヌセイベ（アル・コドゥス大学長 パレスチナ） 

小野晋也（衆議院議員）  

レオニード・ミハイロビッチ・ロシャーリ（モスクワ小児緊急外科・外傷医療研究所所長 ロシア） 

白石隆（政策研究大学院大学教授） 

横田洋三（国連大学学長特別顧問、中央大学法科大学院教授）  

 

13:15-14:15   昼食休憩 

 

14:25-16:15  ＜第 2 セッション＞ 潜在能力の拡大としての開発：正義・自由・福祉へのさまざまな道 

モデレーター： 鈴村興太郎（一橋大学教授） 

パネリスト： ハーリド・ビン・ムハンマド・アル＝ゴサイビ（サウジアラビア経済企画大臣） 

           古川元久（衆議院議員） 

 韓昇洙（韓国元外交通商部長官） 

 ケネス・デイビッド・カウンダ（初代ザンビア大統領） 

 アマルティア・セン（ハーバード大学教授、インド） 

 レーマン・ソバン（バングラデシュ政策対話センター長） 

 山内昌之（東京大学教授） 

 

16:30-18:15  ＜第 3 セッション＞ グローバル化時代の芸術 

モデレーター：  樺山紘一（東京大学名誉教授） 

パネリスト：  ユタ・リンバッハ（ゲーテインスティテュート会長 ドイツ） 

 国分良成（慶応大学教授） 

 スーザン・ネイピア（テキサス大学オースチン校教授 米国） 

 遠山清彦（参議院議員） 

エルジャン・アブルハイロビッチ・ウテンバエフ（カザフスタン上院事務局長） 

 余秋雨（作家 中国） 

 

18:15-18：30  総括セッション 

＊プログラムの内容は変更になる場合があります 
 


